
菅
井

巌
議
員

物
価
高
騰
に
苦
悩
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

、

非
正
規
雇
用
と
低
賃
金

上
が
ら
な
い
年
金
、
困
難

を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
・

高
齢
者
・
低
所
得
者
な
ど

の
居
場
所
の
確
保
、
そ
し

て
相
次
ぐ
地
震
災
害
や
、

気
候
危
機
に
よ
る
大
雨
・

高
温
被
害
へ
の
対
応
な

ど
、
生
活
相
談
を
通
じ
て

地
方
自
治
体
の
根
幹
、
住

民
の
命
と
暮
ら
し
・
福
祉

を
守
る
事
が
何
よ
り
も
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
体

感
し
て
い
ま
す
。

住
民
の
身
近
な
声
を
市

政
に
届
け
、
課
題
解
決
の

た
め
に
引
き
続
き
奮
闘
し

ま
す
。

長
谷
川
剛
議
員

非
正
規
雇
用
の
増
大
、

地
方
の
衰
退
な
ど
「
失
わ

れ
た

年
」
と
言
わ
れ
、

30

少
子
化
に
歯
止
め
が
か
か

り
ま
せ
ん
。

自
民
党
政
治
を
続
け
て

い
て
は
ま
と
も
に
暮
ら
せ

な
い
。
そ
の
声
が
衆
議
院

で
与
党
を
少
数
に
追
い
込

み
ま
し
た
。

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
が
暴
い

た
「
裏
金
」
を
発
端
に
、

企
業
・
団
体
献
金
の
禁
止

が
多
数
の
世
論
と
な
り
ま

し
た
。

市
政
で
も
、
過
去
に
何

度
も
否
決
さ
れ
た
請
願
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

諦
め
ず
に
訴
え
て
き
た

運
動
の
勝
利
で
す
。

今
年
は
戦
後

年
の
節

80

目
の
年
で
す
。
日
本
被
団

協
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受

賞
は
、
核
兵
器
廃
絶
を
願

う
多
く
の
人
達
と
運
動
を

励
ま
し
ま
し
た
。

党
創
立
か
ら
１
０
３

年
、
正
義
と
道
理
に
立
つ

も
の
は
未
来
に
生
き
る
。

市
民
と
国
民
多
数
の
願

い
を
実
現
す
る
本
当
の
改

革
に
踏
み
出
す
１
年
。
全

力
で
頑
張
り
ま
す
！

坂
本
昌
栄
議
員

昨
年
は
新
年
早
々
、
能

登
半
島
地
震
や
日
航
機
と

海
保
機
の
衝
突
炎
上
、
７

月
に
は
鶴
岡
市
で
豪
雨
災

害
に
見
舞
わ
れ
る
等
、
災

害
も
多
い
年
で
し
た
。

市
民
生
活
は
、
物
価
高

騰
・
燃
料
高
騰
や
「
令
和

の
米
騒
動
」
で
困
難
を
極

め
た
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。社

会
保
障
の
削
減
を
行

い
、
軍
拡
路
線
を
突
き
進

む
政
治
を
変
え
る
た
め
に

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

鶴
岡
市
に
お
い
て
は
、

子
ど
も
の
笑
顔
が
絶
や
さ

ず
輝
き
続
け
ら
れ
る
よ
う

な
学
校
生
活
や
居
場
所
の

確
保
、
高
齢
者
に
寄
り
添

っ
た
介
護
・
医
療
の
充

実
、
市
民
一
人
一
人
に
寄

り
添
っ
て
、
よ
り
暮
ら
し

や
す
く
心
地
よ
い
鶴
岡
市

に
な
る
よ
う
奮
闘
し
て
参

り
ま
す
。

市
議
団
４
人
の
力
を
結

束
し
、
市
民
の
身
近
な
相

談
相
手
と
し
て
要
望
を
実

現
す
る
１
年
と
す
る
こ
と

を
決
意
し
ま
す
。

加
藤
鉱
一
議
員

議
会
選
出
の
市
監
査
委

員
と
し
て
、
監
査
業
務
を

通
じ
て
、
各
課
の
職
員
や

自
治
振
興
会
・
コ
ミ
セ
ン

の
役
職
員
の
苦
労
と
頑
張

り
に
学
ん
で
き
ま
し
た
。

新
規
事
業
は
国
の
補
助

金
が
あ
っ
て
進
む
が
、
維

持
修
繕
費
は
一
般
財
源
節

約
の
し
わ
寄
せ
、
職
員
は

行
革
の
行
き
過
ぎ
で
足
り

な
い
な
ど
が
課
題
で
す
。

今
年
は
、
平
成
大
合
併

の
鶴
岡
市

周
年
で
す
。

20

周
辺
部
の
こ
れ
以
上
の

衰
退
を
止
め
て
、
少
子
化

対
策
は
子
育
て
・
教
育
の

イ
ン
フ
ラ
と
サ
ー
ビ
ス
充

実
を
訴
え
て
い
き
ま
す
。

関

徹
県
議

▽
自
民
党
が
１
月
の
知
事

選
挙
で
吉
村
知
事
を
「
支

援
す
る
」
と
表
明
し
ま
し

た

「

政
治
と
カ
ネ
』
の

。
『

問
題
も
あ
り･･

「

参
院

」
（

選
な
ど
）
各
種
選
挙
が
あ

り
ま
す
か
ら
」
等
々
、
勝

て
な
い
か
ら
知
事
を
都
合

良
く
利
用
し
た
い
と
い
う

魂
胆
が
露
わ
で
す
。

▽
共
産
党
は
知
事
陣
営
と

「
知
事
は
こ
れ
ま
で
と
全

く
変
わ
ら
な
い
」
と
固
く

確
認
し
て
支
援
を
決
定
。

県
政
を
前
に
進
め
る
党
の

役
割
を
ヒ
シ
ヒ
シ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

▽
同
時
に
昨
年
は
、
自
公

政
権
過
半
数
割
れ
で
政
治

が
大
き
く
動
き
出
し
ま
し

た
。
被
団
協
の
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
受
賞
に
も
感
動
が

拡
が
り
ま
し
た
。
国
民
運

動
が
社
会
を
前
に
進
め
る

事
を
改
め
て
確
認
し
た
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。

▽
巳
年
は

「
復
活
と
再

、

生

。
古
い
殻
が
と
れ
、

」
新
し
い
事
が
始
ま
る
年
と

さ
れ
ま
す
。
新
し
い
政
治

に
向
か
っ
て
進
む
た
め
、

私
自
身
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

続
け
る
年
に
す
る
所
存
で

す
。
頑
張
り
ま
す
。
今
年

も
ご
支
持
ご
指
導
の
ほ

ど
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
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加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
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二
〇
二
五
年

元
旦

日
本
共
産
党
鶴
岡
地
区
委
員
会

日

本

共

産

党

鶴

岡

市

議

団
左から菅井巌議員・坂本昌栄議員・加藤鉱一議

員・長谷川剛議員（鶴岡市議会本会議場）

新
年
の
抱
負
・
決
意

今
年
は

月
に
、
任
期
満
了
に
伴
う
鶴
岡
市
長

10

選
挙
と
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

日
本
共
産
党
鶴
岡
市
議
団
の
新
年
の
抱
負
・
決

意
を
掲
載
し
ま
す
。



鶴
岡
市
議
会

月
定
例

12

会
は

日
、
閉
会
し
ま
し

20

た
。市

当
局
提
案
の
議
案

は
、
議
会
最
終
日
に
追
加

提
案
さ
れ
た
補
正
予
算
１

件
を
含
め
、
計

件
が
原

26

案
ど
お
り
、
全
会
一
致
で

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
刑
事
訴
訟
法
の
『
再

審
規
定
』
の
改
正
に
関
す

は
、
賛
成

、

る
請
願
」

14

反
対

の
賛
成
多
数
で
採

11

択
さ
れ
、
意
見
書
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

賛
成
討
論
は
、
長
谷
川

剛
議
員
と
南
波
純
議
員
、

草
島
進
一
議
員
、
中
沢
深

雪
議
員
、
反
対
討
論
は
、

五
十
嵐
一
彦
議
員
と
黒
井

浩
之
議
員
で
し
た
。

袴
田
巌
事
件
な
ど
、
え

ん
罪
被
害
者
の
早
期
救
済

に
、
過
去
に
不
採
択
さ
れ

た
請
願
の
歴
史
的
な
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

「
核
兵
器
禁
止
条
約
の

署
名
・
批
准
に
関
す
る
請

は
、
賛
成

、
反
対

願
」

11

の
可
否
同
数
と
な
り
、

11

議
長
裁
決
で
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
（
公
明
は
採
決

に
欠
席

。）

賛
成
討
論
は
、
坂
本
昌

栄
議
員
と
遠
藤
初
子
議

員
、
田
中
宏
議
員
、
工
藤

博
議
員
、
反
対
討
論
は
、

本
間
信
一
議
員
と
渋
谷
耕

一
議
員
で
し
た
。「

」

ア
メ
リ
カ
の

核
の
傘

の
立
場
に
立
つ
勢
力
を
、

少
数
に
追
い
込
む
ま
で
あ

と
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

「
産
業
廃
棄
物
焼
却
処

理
施
設
計
画
の
見
直
し
の

」
は
、
賛
成

、
反

請
願

19

対
６
の
賛
成
多
数
で
採
択

さ
れ
、
意
見
書
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

賛
成
討
論
は
、
加
藤
鉱

一
議
員
と
草
島
進
一
議

員
、
反
対
討
論
は
、
佐
藤

麻
里
議
員
と
工
藤
博
議
員

で
し
た
。

事
業
者
と
住
民
の
利
害

が
対
立
し
た
請
願
に
、
立

場
が
問
わ
れ
ま
し
た
。

追
加
提
案
の
一
般
会
計

補
正
予
算
は
、
市
民
１
人

消
費
喚

２
０
０
０
円
分
の

２
億

起
ク
ー
ポ
ン
券
事
業

職

５
９
０
６
万
３
千
円
、

３
億

員
給
与
改
定
増
額
分

６
３
１
８
万
２
千
円
な

ど
、

億
３
６
９
４
万
４

11

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
７
９
７
億
１
０
５
２

万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

建築課入札結果（ ）内は予定価格
12月19日入札分

・市本庁舎１階トイレブース改修工事
不調

・南部保育園発達支援室玄関設置工事
不調

・市本庁舎１階トイレ洋式化工事（馬場町9番25号 （入札４業者））
（ ） （ ）(有)冷熱設備今野 2,600,000円 2,670,000円 工期～7/3/21 落札率97.38％

水道課入札結果（ ）内は予定価格
12月17日入札分

・茅原町地内径100粍配水管新設工事（茅原町地内 （入札6業者うち2）
業者辞退）
(有)山東設備 14,400,000円（14,690,000円）工期～7/3/28（落札率98.03％）

荘内病院管理課入札結果（ ）内は予定価格
11月5日入札分

・市立荘内病院 手術室フィルタ更新工事（随契）
イワコー(株) 8,200,000円（8,210,000円）工期～7/3/5（落札率99.88％）

日本共産党東北ブロックニュースNO.168号（2025年1・2月号外）から

２０２４年１２月議会　賛否が分かれた議案　（○賛成　●反対）
声 SDG ﾌｫ 共産党 ﾘﾍﾞ 希望 公明党 創政クラブ

遠
藤
初
子

草
島
進
一

田
中　

宏

南
波　

純

石
井
清
則

工
藤　

博

長
谷
川
剛

坂
本
昌
栄

菅
井　

巌

加
藤
鉱
一

本
間
信
一

阿
部　

寛

中
沢
深
雪

佐
藤
麻
里

秋
葉　

雄

富
樫
正
毅

黒
井
浩
之

佐
藤
博
幸

佐
藤
久
樹

本
間
正
芳

佐
藤
昌
哉

五
十
嵐
一
彦

小
野
由
夫

本
間
新
兵
衛

渋
谷
耕
一

尾
形
昌
彦

「石井清則議員に対し猛省と責任の自覚

を促す決議」
●●●●退●●●●●●●●●●●●○○○○○○○○

議
長

「刑事訴訟法の『再審規定』の改正を求

める意見書提出に関する請願」／意見書
○○○○○○○○○○○○○○●●●●●●●●●●●

「核兵器禁止条約の署名・批准を国に求

める意見書提出に関する請願」
○○○○○○○○○○●●○●欠欠欠●●●●●●●●

「産業廃棄物焼却処理施設計画の見直し

をしない限り、県は認可をしないことを求

める意見書提出に関する請願」／意見書

○○○○●●○○○○●●●●○○○○○○○○○○○

※「核兵器禁止条約の～請願」は可否同数となり、議長裁決で不採択


